
2010年（平成22年）4月　会報誌新東ファミリー（13号）

● ● �　乎 ＼、＼、 ∴∴一 

ヽ＿フこ．ノ 

＿孟歳露頭醸藷悪：諸説、＿＿　1 　　　∴、．i ー∴i∴＿∴、喜一　忠恕．－ 

ー＿，TT ∴＿∴ 　　○：： 　　－Aiiも 　　　言 　　合茎I∴∴‡ 

1藷冊．離 
）iI　I 

露出「∴∴一十鳴詰問轟寵∴＿　　＿＿」相聞語 

食
の
祭
典
、

地
域
イ
ベ
ン
ト

徹
底
比
較

「
食
の
祭
典
」
は
、
業
界
関
係
書
に
と
っ

て
重
昂
の
営
業
イ
ベ
ン
ト

い
よ
い
よ
五
月
i
日
か
ら
上
海
万

博
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
日
本
で
も
、

五
年
前
に
「
愛
I
・
地
球
博
覧
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
博
覧
会
と
害
え

ば
、
大
き
な
パ
ビ
リ
オ
ン
に
そ
の
国

を
紹
介
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ

ー
や
映
像
、
展
示
物
な
ど
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
意
外
と
人

気
な
の
は
、
そ
の
国
の
食
文
化
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

今
回
の
上
海
万
博
で
は
、
「
日
本
産

業
館
」
と
し
て
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
食
に
関
す
る

日
本
企
業
は
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
、
白

ハ
ト
食
品
工
業
、
本
家
さ
め
き
ゃ
」

の
三
社
で
す
。
世
界
的
な
規
模
の
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
、
参
加
す
る
企
業
も

世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
大
き
な

企
業
ば
か
り
で
す
が
、
パ
ビ
リ
オ
ン

に
は
「
美
味
ス
ペ
ー
ス
」
が
設
け
ら

れ
、
日
本
の
食
を
美
し
く
味
わ
っ
て

も
ら
う
空
間
と
し
て
「
本
物
の
伝
統

日
本
料
理
と
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
感

覚
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
紹
介
さ
れ

る
よ
う
で
す
。

会
場
度
は
た
く
さ
ん
の
一
般
客
も

訪
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ブ
ー
ス

内
に
は
商
談
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
様
々
な
取
引
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
近
隣
の
ホ
テ
ル
な
ど
で

は
、
参
加
企
業
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
業
界
関
係

者
の
み
参
加
で
す
が
、
世
界
的
な
企

業
な
ど
は
ホ
テ
ル
全
部
を
貸
切
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
重
要

性
が
伺
え
ま
す
。

一
方
、
日
本
国
内
で
も
「
食
の
祭

典
」
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
食
・
博
覧
会
」

で
は
、
約
六
万
五
千
人
も
の
人
た
ち

が
来
場
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
東
京

ピ
ッ
ク
サ
イ
ト
や
大
阪
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
業
界
関
係
者
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
人
二
千
円
、
子

供
千
円
の
入
場
券
で
様
々
な
食
材
を

食
べ
た
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ

ー
も
楽
し
め
る
た
め
、
多
く
の
一
般

客
が
来
場
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

上
海
万
博
で
は
、
約
七
千
万
人
の

来
場
を
見
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
、

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
一
般
書
も
数
多
く
参
加
さ
れ

る
た
め
、
業
界
関
係
者
に
と
っ
て
は
、

最
低
限
度
の
費
用
で
、
自
社
を
宣
伝

す
る
効
果
的
な
営
業
の
場
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
　
　
、
つ
づ
＜
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日本胡略される主な食のイべ：小 

イぺ〕小、名　　　　　　　乗地雷叡　　　　　内容 
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全国食の察輿 �毎年、リレー方式で全回答 

※その他、厨房機器、店舗現場など分野別のイべ ��ントもあります。 
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FCPで検索すると

ホームページ確香しく

紹介しています。

地
域
イ
ベ
ン
ト
は
、
店
続
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス

胞
域
イ
ベ
ン
ト
と
い
っ
て
も
、

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
地
元
商
工
会
が
主
催
す
る
、

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の

名
の
通
り
で
、
地
域
住
民
と
の
交

流
舟
目
的
で
あ
る
た
め
、
郊
外
の

店
舗
ほ
ど
、
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の

お
店
は
あ
ま
り
メ
リ
ッ
ト
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
ま
そ
の
理
由

は
、
珍
し
さ
が
な
い
こ
と
が
原
因

で
す
。
例
え
ば
、
日
本
在
住
の
外

国
人
に
よ
る
母
国
料
理
な
ど
は
、

人
気
が
集
ま
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
外
国
人
の
人
た
ち
が
、
メ

キ
シ
コ
料
理
や
ト
ル
コ
料
理
を
掲

理
し
て
い
た
5
、
も
し
か
し
て
本

物
の
喋
が
楽
し
め
る
か
も
？
と
い

う
期
待
感
が
あ
り
ま
す
。
通
常
は
、

焼
き
そ
ば
、
お
好
み
焼
き
な
ど
が

多
い
た
め
、
外
見
も
メ
ニ
ュ
ー
も

他
と
は
違
う
母
国
料
理
に
人
気
が

集
中
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
江
戸

前
蒲
焼
は
人
気
が
集
ま
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
職
人
が
目
の
前
で

調
理
し
て
、
美
曝
し
そ
う
な
匂
い

を
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
潔
わ
せ
た
ら

か
な
り
の
集
客
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
関
係
な
く
、
同
業
者
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

は
、
広
告
賞
に
お
金
を
か
け
ず
に

効
果
的
な
壷
伝
に
な
る
の
で
は
な

い
が
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
五
九
回
「
東
和
全
で

怒
強
と
情
報

の
共
有

四
月
二
二
日
（
火
）
第
五
九
回

東
和
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

束
会
も
、
最
新
の
情
報
収
集
と
勉

強
を
兼
ね
て
、
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
東
京
大
学
海

洋
研
頚
塚
本
勝
巳
教
授
の
騰

演
も
あ
り
、
先
日
、
農
林
水
産
省

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
鰻
の
完
全
養

殖
化
に
成
功
」
に
つ
い
て
の
お
話

も
伺
え
、
と
て
も
有
意
暴
な
勉
強

の
場
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様

に
も
ご
報
告
し
ま
す
。

会
は
三
和
淡
水
魚
の
鈴
木
治
氏

の
司
会
の
も
と
、
仝
省
長
の
宮
川
本

度
社
長
　
渡
辺
安
良
民
の
挨
拶
で

は
じ
ま
り
、
そ
の
後
、
研
究
会
の

発
表
と
し
て
、
様
々
な
意
見
交
漠

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
議
題
と
な

っ
た
の
は
「
国
産
鰻
に
こ
だ
わ
る

山
々
鰻
の
高
騰
や
消
費
者
の
鰻
離

れ
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
結
論
と
し
て

は
、
消
費
者
が
国
産
鰻
を
求
め
て

い
る
と
は
雷
、
ネ
　
こ
の
ま
ま
で
は
、

国
産
鰻
の
敬
い
去
口
い
じ
な
っ
て
し

ま
い
、
店
舗
経
営
に
悪
影
響
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。
鰻
業
界
の
共

存
を
考
え
雇
嬰
ロ
「
外
国
産
鰻
を

使
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
頂
き

た
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

つ
づ
い
て
塚
本
教
授
に
よ
る
講

演
で
す
が
、
今
回
は
、
農
林
水
産

省
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
ウ
ナ
ギ
の

完
全
養
殖
に
成
功
」
つ
い
て
、
塚

本
教
授
の
ご
意
見
に
注
目
が
集
ま

り
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
親
ウ
ナ
ギ
を
成
熟
さ
せ

る
か
と
い
う
「
親
の
問
題
」
、
奇

形
の
な
い
仔
を
育
成
さ
せ
る
「
仔

の
問
題
」
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
本

当
の
完
成
は
、
来
年
か
も
し
れ
な

い
し
、
一
〇
年
後
か
も
し
れ
な
い
、

「
科
学
書
は
慎
重
な
の
で
す
」
と

い
う
内
容
に
と
と
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
は
親
睦
会
へ
と
移
り
、

鐸

和

や
か
な
ま

ま
終
了
し

ま
し
た
。

⑨
⑨
⑨

「
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
？

み
な
さ
ん
は
農
林
水
産

省
が
行
な
っ
て
い
る
「
フ

ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
？

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
食

品
業
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

消
費
者
に
対
し
て
、
品
質

の
信
頼
向
上
を
図
る
研
究

や
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
登

録
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
証

明
と
し
て
、
「
ロ
ゴ
マ
ー

ク
」
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
輿
暁
の
あ

る
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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東京都港区六本木7－5－112F
電話：03－5770－4821

営業：11：30－14：30

月～土18：00－24：00

日・祝17：00－22；00

定休日：年中無休
お店のココがこだわり
メインの肉だけでなく、水、野菜、
調理器異など、あらゆるものに、
こだわって提供しています。

◎新横浜吉横瀬市港北区大豆戸町筋41
電話：045－534－1070

営業；月～日・祝（定休日：元日）
㊥目黒八雲店東京都目黒区八雲勤旧
軍結：03－573十8535
営業：月～日・祝（定休日：元日）

お店のココがこだわり
江戸前鰻職人・苅込勇吉によって選
りすぐられた国産鰻を、伝統の技で
焼きあげます。

一般的な商品は、見　東京都台東区上野2－13－2

だ目の綺麗さを重要視　パークサイドビルlF・2F
されています。しかし、電話：03－383十0912

麗 �‾　‾こ‘’ � �寿 

瓢 
〃〇〇 〇） （三 °1 o ＝l 〇〇〇 〇：P 学i 蕎 型 

＿yifi・ ） 

蕊 
東京都港区六本木4－12－11竹岡ビルBl
電話：03－5775－6540

時間：18：00－05：00
職人が作るものは、見　時問：11：30～22；00ランチ・日曜営業定休日：年中無休

変装畿票解禁三三皇禦‥　　　　聖盟聖盟
お店のココがこだわり　　　　　　　　　ゆったりとした時間が流れる大人の隠

繁請、号第龍深紫半農籠結諒恕警鰭詣誌議議露謙譲誓
われます。　　　　　　．9，．．，＿〟、±＿　　　　　　　　　　，＿．9，．．．，＿．、＿＿

提供しています。　　　　　　　　　して、提供しています。

からこそ、職人の拘り

品
鱒象

株式会社紀文食品
〒100嶋101

東京都中央区銀座
515－1

「ラ袈身じIドカノク」

より紘酔

ウナギとセロリの甘辛

黒酢炒め

今年（2010年）の土用丑の日は7月26日（月）です。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
新
東
調
理
士
会
と
日
頃
お
取

引
し
て
頂
い
て
い
る
お
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
鰻
専
門
店
以
外
の
お
店
も
ご
紹
介
し
て

あ
り
ま
す
。
美
味
し
さ
へ
の
拘
り
は
千
差
万
別
、

し
か
し
、
日
本
の
伝
統
料
理
、
江
戸
前
蒲
焼
へ
の

拘
り
は
一
つ
で
す
。 イ

ヂ
オ
シ
の
お
店

作
り
方

①
ウ
ナ
ギ
は
レ
ン
ジ
で
軽

く
温
め
て
か
ら
一
口
大

に
切
る
。
セ
ロ
リ
は
茎

を
五
ミ
リ
厚
さ
に
斜
切

り
に
し
、
葉
を
食
べ
や

す
ー
い
大
き
さ
に
手
で
ち

ぎ
る
。
赤
パ
プ
リ
カ
は

一
口
大
に
切
る
。
に
ん

に
く
は
潰
し
、
生
姜
は

千
切
り
に
す
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油

と
に
ん
に
く
を
入
れ
て

熟
し
、
に
ん
に
く
の
香

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

ウ
ナ
ギ
の
レ
シ
ピ

今
回
の
コ
ラ
ム
は
紀
文

食
品
に
協
力
を
し
て
頂
き
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
作

れ
る
ウ
ナ
ギ
料
理
の
レ
シ

ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

り
が
出
て
き
た
ら
、
生
姜

と
セ
ロ
リ
の
茎
、
赤
パ
プ

リ
カ
を
加
え
て
妙
め
る
。

③
ウ
ナ
ギ
と
セ
ロ
リ
の
葉
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
★
を
加
え

て
、
強
火
で
さ
っ
と
妙
め

合
わ
せ
る
。

④
お
皿
に
盛
り
、
仕
上
げ
に

黒
こ
し
ょ
う
を
お
好
み
で

ふ
り
か
け
う
。

材
料

・
蒲
焼
二
四
〇
グ
ラ
ム

・
セ
ロ
リ
二
本

・
赤
パ
プ
リ
カ
一
個

・
に
ん
に
く
二
片

・
生
萎
一
片

・
ご
ま
油
大
さ
じ
一
と

二
分
の
一

★
黒
酢
大
さ
じ
三

・
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
二

・
添
付
の
蒲
焼
の
た
れ

大
さ
じ
二

・
酒
大
さ
じ
一
と

二
分
の
一

★
黒
こ
し
ょ
う
適
宜
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左右する大きなニュースです。今回の報道は、親ウナギから卵を取り出し人工的にふ化させ、 

工サを与えて育成する。そのウナギに人工授精をさせ、ふ化させる。つまり完全なサイクルが 

確立したとという内容でした。しかし、この報道I三はもっと他iこ愚昧があったようIこ思われま 

す。それは、先日話題iこなったマクロの漁獲規制に関連したもので、マグロ料理は世界中で 

食され、そのために規制の対象となりました。現在、日本にとってマグロ料理は、技術を海外 
へ輸出する大きな産業となっています。今回の報道は、マグロ料理Iこ代わる次世代の産業 

としての期待が込められた、発表たったのではないでしょうか。いずれIこしても、完全養殖へ 

の適すじが見えてきたことiよ明るい話題として大変良かっだと思います。 

漸貴会から現場で働く、職人さんにオススメの商品をご紹介 

新東会から手荒れを防止する商品のご紹介です。実際に使ってその 

良さがわかりましたので、皆様へもご紹介します。 
IiO的l　◎体験談：40代の男性 

りすクー′ t十二 鴻1 ∴…キヨ 

皮珊難をクノーム　プロi番外灼　　　　　　　　　　◎ご希望の方i瞭翻し 
SS音喜漢轍l同音くi書記　　　　　　　　肌IriTtSe垂gSSSSSSSS喜田l輸同音罷g　　　　　　　　洲l闇萱を議田園音喜音 

1．郷5円　　　　　　　　　錐裳海田　　　　　　　　もα0円　　　　　　　　　7．350円 

（l縞入鼓紙）　　　　　（l縞入霊地4事）　　　　　∩縞入叡12本）　　　　　　0霜入致12本） 

出張授業‾・サボニトスタッフ真義 

2010年最初の出張授業を開催します。この出張授業プログラムは会員の皆様の協力なしでは 

開催できないため、是非、皆様のご参加をお願いいたします。　・「池ノ上」徒歩約10分 

◎開催日：5月20日（木）◎9時～13時頃まで◎交通費＋食事付　・「下北沢」徒歩約15分 

◎会場：駒場学園高等学校（東京都世田谷区代沢1丁目23番地8号）“「池尻大橋」徒歩約10分 

噺規オープンのお店紹介 

◎「東京竹薬事」大阪市中央区南波5十18高島屋なんばダイニングメゾン7F3月2日オーブン 

管卜報のお知らせ 

◎船橋俊治さん（新東調理士会会員）3月24日享年64歳謹んでご冥福をお祈り致します。 

編集部より �会報誌【新東ファミリー】は業界発展のため精力的に取材活動を行います。 �TEL．03－3582－4721 
ご意見、ご要望などございましたら、編集部にご連絡ください。 

乗行・着果：株式会社観東調理士会庫生労動大臣糖認可番号13－04－ユー007所在地：〒107－0052東泉競港区赤坂㌻4－12阿部ピル2噂FAX：00一統82づ731


